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「
末
田
須
賀
堰
」
の
上
流
右
岸
か
ら
展
開
す
る

「
ク
レ
バ
ス
ス
プ
レ
ー
」

秦
野

秀
明

は
じ
め
に

「
先
行
研
究
」
で
あ
る
新
井

鎮
久
（
一
九
七
五
）（
1
）

に
お
い
て
、

さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
の
「
元
荒
川
」
に
存
在
す
る
「
末
田
須
賀
堰
」
の

上
流
右
岸
か
ら
展
開
す
る
「
自
然
堤
防
」
に
関
し
て
の
記
載
を
以
下
に

引
用
す
る
。

「
末
田
ぜ
き
上
流
右
岸
の
突
出
自
然
堤
防
は
、

（ 5）
で
指
摘
し
た
よ
う

に
、
荒
川
系
の
特
徴
と
さ
れ
る
石
英
の
含
有
率
が
著
し
く
高
い
た

め

ー
古
隅
田
川
の
流
路
形
態
か
ら
は
、
元
荒
川
を
切
っ
て
野
孫

に
連
続
し
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
ー

お
そ
ら
く
、
荒
川

時
代
に
は
い
っ
て
か
ら
形
成
さ
れ
た
も
の
と
し
て
さ
し
つ
か
え

な
い
だ
ろ
う
。
し
か
も
、
中
川
水
系
農
業
水
利
調
査
事
務
所
の
報

告
書
「
表
層
土
壌
お
よ
び
地
下
水
分
布
に
つ
い
て
」
で
は
、
単
に

元
荒
川
の
派
川
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
突
出
規
模
か
ら
み
て
、
高

水
時
に
容
易
に
溢
流
す
る
半
派
川
的
な
河
川
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」（
1
）

※

（ 5）

「
一
方
、
末
田
ぜ
き
と
和
土
の
台
地
間
に
大
き
く
突
出
す
る
自
然
堤

防
で
は
、
石
英
が
六
〇
～
八
〇
％
と
高
率
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、

火
山
岩
滓
は
僅
少
で
あ
る
」（
2
）

「
さ
ら
に
曲
流
部
に
お
け
る
高
水
時
の
溢
流
に
よ
っ
て
、
か
な
り
後
背

湿
地
に
突
出
し
た
自
然
堤
防
（
大
相
模
の
西
方
・
出
羽
の
四
丁
野
・
岩

槻
の
野
島
方
・
新
方
の
船
渡
）
も
認
め
ら
れ
る
」（
3
）

以
上
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
末
田
須
賀
堰
」
の
上
流
右
岸
か

ら
分
布
す
る
「
自
然
堤
防
」
は
、
新
井

鎮
久
（
一
九
七
五
）（
1
）

「
第

16
図

中
川
水
系
流
域
（
中
流
部
）
に
お
け
る
自
然
堤
防
の
分
布

（
国
土
地
理
院
洪
水
地
型
分
類
図
に
よ
る
）
」
に
お
い
て
も
、
明
瞭
に

描
か
れ
て
お
り
、
「
末
田
須
賀
堰
」
の
下
流
右
岸
の
越
谷
市
野
島
付
近

に
は
、
「
凹
状
を
示
す
旧
河
道
」
の
存
在
も
描
か
れ
て
い
る
。（
4
）

筆
者
は
こ
の
「
先
行
研
究
」
を
踏
ま
え
た
上
で
、
主
に
「
空
中
写
真
」

（

5
）

を
利
用
し
て
精
査
し
た
結
果
、「
末
田
須
賀
堰
」
の
下
流
右
岸
の

越
谷
市
野
島
付
近
と
、
「
末
田
須
賀
堰
」
の
上
流
左
岸
の
さ
い
た
ま
市

岩
槻
区
大
野
島
付
近
に
、
「
元
荒
川
（
か
つ
て
の
「
利
根
川
」
本
流
時

代
も
含
む
）
」
に
「
中
州
」
が
存
在
し
て
い
た
仮
説
を
立
て
る
に
至
り
、

筆
者
の
仮
説
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
越
谷
市
郷
土
研
究
会
」
の
加
藤

幸
一

氏
に
よ
り
、
加
藤

幸
一(

二
〇
一
三)

（

6
）

に
お
い
て
紹
介
さ
れ
た
。

そ
の
十
一
年
後
に
、
新
た
に
平
社

定
夫
（
二
〇
二
四
）（
7
）

に
お

い
て
、
「
末
田
須
賀
堰
」
の
上
流
右
岸
か
ら
展
開
す
る
「
自
然
堤
防
」

に
関
し
て
、
「
ク
レ
バ
ス
ス
プ
レ
ー
」
と
い
う
用
語
を
使
用
し
た
論
考

が
公
表
さ
れ
た
の
で
、
以
下
に
紹
介
し
た
い
。

一
・
「
ク
レ
バ
ス
ス
プ
レ
ー
」
と
は
何
か



2

「
ク
レ
バ
ス
ス
プ
レ
ー
」
と
は
何
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
平
社

定

夫
（
二
〇
二
四
）（
7
）

で
の
記
載
を
以
下
に
引
用
す
る
。

「
洪
水
時
に
自
然
堤
防
が
破
堤
し
、
流
失
し
た
細
か
な
砂
・
シ
ル
ト

を
含
む
洪
水
流
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
堆
積
地
形
。
大
規
模
な
洪

水
で
は
自
然
堤
防
が
破
堤
す
る
こ
と
が
あ
り
、
破
堤
口
か
ら
勢
い

よ
く
洪
水
流
が
流
出
す
る
。
そ
の
た
め
、
破
堤
口
近
く
で
は
強
い

浸
食
作
用
で
凹
地
が
で
き
、
そ
の
先
で
は
洪
水
流
の
勢
い
が
衰
え
、

洪
水
流
に
含
ま
れ
て
い
た
砂
が
堆
積
し
、
さ
ら
に
先
に
は
シ
ル
ト

が
堆
積
す
る
。
一
度
破
堤
し
た
箇
所
は
、
洪
水
の
た
び
に
洪
水
流

が
流
出
す
る
こ
と
に
な
り
、
破
堤
口
近
く
の
凹
地
は
よ
り
深
く
な

り
池
と
し
て
残
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
先
に
は
洪
水
流
の

流
路
が
で
き
、
流
路
に
は
砂
が
堆
積
す
る
。
こ
れ
ら
の
流
路
は
基

本
的
に
洪
水
時
に
だ
け
水
が
流
れ
、
後
背
湿
地
で
消
失
す
る
。
一

方
、
流
路
の
両
岸
に
は
流
路
か
ら
あ
ふ
れ
出
た
シ
ル
ト
や
細
粒
な

砂
が
堆
積
し
微
高
地
を
つ
く
る
。
洪
水
流
は
勢
い
よ
く
流
出
す
る

の
で
、
破
堤
口
か
ら
側
方
に
広
が
る
傾
向
を
も
つ
。
こ
の
こ
と
を

反
映
し
て
、
流
路
も
放
射
状
に
広
が
り
堆
積
物
も
側
方
に
広
が
る

こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
全
体
と
し
て
舌
状
・
扇
状
の
平
面
地

形
を
も
つ
と
地
形
が
生
ま
れ
る
」

さ
ら
に
、
使
用
さ
れ
る
「
用
語
」
に
つ
い
て
、
平
社

定
夫
（
二
〇

二
四
）（
7
）

で
の
記
載
を
以
下
に
引
用
す
る
。

「
地
形
全
体
を
ク
レ
バ
ス
ス
プ
レ
ー
（C

r
e
v
a
s
s
e

s
p
l
a
y

）
、
ク
レ

バ
ス
ス
プ
レ
ー
を
構
成
す
る
堆
積
物
を
ク
レ
バ
ス
ス
プ
レ
ー
堆

積
物
（
破
堤
堆
積
物
、C

r
e
v
a
s
s
e

s
p
l
a
y

d
e
p
o
s
i
t
s

）
、
破
堤
箇

所
近
く
に
形
成
さ
れ
た
池
を
押
堀
（
英
語
の
用
語
は
見
出
せ
な

い

）
、

ク

レ

バ

ス

ス

プ

レ

ー

中

の

流

路

を

ク

レ

バ

ス

流

路

（C
r
e
v
a
s
s
e

c
h
a
n
n
e
l

）
、
そ
し
て
、
ク
レ
バ
ス
流
路
沿
い
の
高

ま
り
を
ク
レ
バ
ス
レ
ビ
ー
（C

r
e
v
a
s
s
e

l
e
v
e
e

）
と
す
る
」

二
・
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
末
田
で
の
展
開

「
ク
レ
バ
ス
ス
プ
レ
ー
」
の
「
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
末
田
で
の
展
開
」

に
つ
い
て
、
平
社

定
夫
（
二
〇
二
四
）（
7
）

で
の
記
載
を
以
下
に
引

用
す
る
。

「
⑮
は
元
荒
川
と
古
隅
田
川
旧
河
道
の
合
流
後
の
永
代
橋
の
少
し

上
流
の
元
荒
川
右
岸
が
破
堤
箇
所
で
、
主
に
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区

末
田
に
展
開
す
る
。
ク
レ
バ
ス
流
路
は
破
堤
箇
所
か
ら
約

90°
の
範

囲
に
広
が
り
、
南
東
に
延
び
る
ク
レ
バ
ス
流
路
が
最
も
長
く
約

3

km
に
達
す
る
。
ク
レ
バ
ス
レ
ビ
―
の
発
達
は
良
好
で
あ
る
。
図

1

ー

19
に
、
本
地
域
を
南
上
空
か
ら
見
た

G
o
o
g
l
e

E
a
r
t
h

画
像
を

載
せ
た
。
図

1
ー

19
で
は
、
破
堤
箇
所
か
ら
南
に
延
び
る
明
る
く

写
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
こ
は
、
ク
レ
バ
ス
ス
プ

レ
ー
堆
積
物
の
分
布
域
で
、
標
高
が
高
い
こ
と
か
ら
明
る
く
写
っ

て
い
る
」

結
び
に
か
え
て
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鋭
意
作
成
中

注


